
空 手 道 競 技 実 施 要 項 

 

１．大会期日 令和７年６月１日（日） 

 

２．大会会場 SAGAプラザ（総合体育館）小競技場 

       佐賀市日の出１丁目２１―１５   TEL:０９５２－３２－２１３１ 

 

３．競技種目 （１）男子個人形 （２）男子個人組手 （３）男子団体組手 

       （４）女子個人形 （５）女子個人組手 （６）女子団体組手 

 

４．競技規定  

（公財）全日本空手道連盟の競技規定（2023年4月初版発行）に準じて行い、運用については（公財）全国高

等学校体育連盟空手道専門部の申し合わせ事項による。 

※安全具・空手道衣について 

（１）組手競技では男子５点、女子４点の安全具を着用すること。 

   ①ニューメンホーⅥ・Ⅶ ②拳サポーター ③ボディープロテクター（ミズノ製：可） 

④ シンガード・インステップガード ⑤セーフティーカップ（男子のみ） 

【①全空連指定のもの ②～④高体連指定のもの】 

（２）空手道衣は、道衣左胸に学校名と左袖に県名を記入する。文字の色は黒または紺とする。ただし、 スク

ールカラーはよい。また、原則背中に高体連指定のゼッケンを縫いつけること。 

 

５．競技方法  

（１）学校対抗とする。 

（２）個人組手競技はトーナメント方式とし、団体組手競技は総当たり戦とする。 

３位決定戦は行わない。 

（３）個人種目に登録された選手の変更は認めない。 

（４）個人形競技は得点方式とする。 

①形競技の第１ラウンドは指定形（第１・第２どちらでもよい）とし、第２ラウンド以降は得意形と 

する。ただし、ラウンド毎に演武する形は変えること。 

   ②３位決定・決勝は得意形とする。３位決定・決勝はこれ迄に演じた形以外の得意形とする。 

   ③形は（公財）全日本空手道連盟の競技規定（2023年4月初版発行）の「付録４：全空連指定形リスト」

並びに「別紙：競技形リスト」（JKF通知 R6.12.16付）から選択しなければならない。 

   ④各ラウンド上位進出決定及び３位決定・決勝で同点の場合、（ア）から（ウ）の順序で勝者を決定 

する。 

（ア）有効点のうち、最低点が最も高い者   （イ）有効点のうち、最高点が最も高い者 

（ウ）再試合 

・すでに使用した形は使用できない。 

・再試合に使った形は、その後の試合で使用することができる。 

 

 

 



６．引率・監督 

（１）引率責任者は、団体の場合は校長が認める当該校の職員とする。個人の場合は校長の認める学校の職員

とする。また、校長から引率を委嘱された「部活動指導員」（学校教育法施行規則第７８条の２に示さ

れた者）も可とする。但し、当該都道府県高体連会長に事前に届け出ること。 

（２）監督・コーチ等は校長が認める指導者とし、それが外部指導者の場合は傷害・賠償責任保険（スポーツ

安全保険等）に必ず加入することを条件とする。監督は公益財団法人全日本空手道連盟登録者とする。 

（３）監督は、トラックスーツ（当該部活動のジャージまたはウィンドブレーカー）を着用すること。監督腕

章はつけなくてよい。また、運営委員が監督に付く場合はその限りでない。 

 

７．参加資格 

（１）参加者は、佐賀県高等学校体育連盟に加盟している生徒で、本競技実施要項により参加資格を満たして

いる者に限る。 

（２）全日本空手道連盟の令和７年度登録を完了したものであること。 

（３）平成１８年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場回数は同一競技３回までとし、同一学年の

出場は１回限りとする。 

（４）チームの編成において、全日制・定時制・通信制課程の生徒による混成は認めない。 

（５）転校後６ヶ月未満の者は、参加を認めない。（外国人留学生もこれに準ずる。）ただし、一家転住等や

むを得ない場合は、所属高体連会長の認可があれば、この限りでない。 

（６）出場する選手は、あらかじめ健康診断を受け、在学する学校長の承認を必要とする。 

 

８．参加申込 

（１）要項及び参加申込書は、県高体連HPからダウンロードし、作成して各学校に提出すること。 

また、申込書の入力完了したExcelファイルを下記の申込先までメールで送信すること。 

※ファイル名は、【学校名】参加申込書とする。 

【申込先】佐賀県高体連空手道専門部 小島昌裕 宛  Mail: kojima-masahiro@education.saga.jp 

（２）申込後の選手変更は認めない。 

 

９．組合せ 令和７年５月１３日（火）に佐賀県高等学校体育連盟空手道専門部で行う。 

 

１０．表彰 団体 ３位まで   個人 ３位まで 

 

１１．その他 

（１）全国高等学校体育連盟空手道専門部申し合わせ事項を確認すること。 

（２）選手は健康保険証等を持参のこと。競技中の負傷についての応急処置は主催者側で施すが、責任は負え

ないため、各団体にて傷害保険の加入等の策を講じなければ出場できない。 

（３）男女団体組手１位の学校及び男女個人組手・男女個人形の上位２名の者は全国大会への出場権を得る。 

（４）男女団体組手１・２位の学校及び男女個人形の上位４名・男女個人組手の上位８名の者は全九州大会へ

の出場権を得る。 

（５）引率者は、試合前に選手の健康状態（検温状況含む）を確認し、体調不良の選手については、保護者及

び学校管理職に連絡の上参加させないようにすること。 

 

 



別紙 

競技形リスト 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


